
12 － 12
15 － 13
18 － 9
12 － 16
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 14 4 1 0 4 ◎ 4 13 2 3 1 3

5 4 0 2 0 2 ○ 5 14 2 3 2 1

6 0 0 0 0 0 ○ 6 4 0 2 0 1

○ 7 0 0 0 0 3 7 6 0 3 0 2

○ 8 0 0 0 0 2 ○ 8 7 0 3 1 4

9 5 1 1 0 1 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 ○ 11 6 0 2 2 0

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 1

13 6 0 3 0 0 13 0 0 0 0 0

○ 14 16 0 7 2 2 14 0 0 0 0 0

○ 15 12 0 5 2 2 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 1 18 0 0 0 0 0

57 5 19 4 50 4 16 6

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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俵田翁記念体育館(宇部市)
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慶　進 徳山商

徳山商期
日

2007年（平成19年)6月9日(土) ○ ●

池　野　　　彩

前　田　倫　江

大
会
名

第58回山口県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技

N-1 10:00 女子準決勝

慶　進 57 50

徳山商はいきなりの3-2ゾーン。これに戸惑った慶進は3分間ノーゴール。慶進#4の3Pが、初得点となり、ようやくゲームが動
き出す。徳山商はDEFをマンツーマンに変更する。慶進は長身選手を活かしたハイローで応戦。徳山商は、ハイポストフラッ
シュを攻撃の基点とした、ストップジャンプショットを徹底する。1Qは12-12と互角の戦い。2Q徳山商は出だし3-2のゾーンか
ら、マンツーマンに変更する。慶進はオールコートでしかけてくる。残分5から、慶進はメンバーチェンジ後、2-1-2のオール
コートゾーンから1-2-2のプラグゾーンへ。これが効き23ｰ19とやや慶進が抜け出す。徳山商たまらずT.O。T.0後慶進はマン
ツーマンにDEFを戻しスティールからの速攻などで7点のリード。しかし、徳山商も#4の3P・#5のジャンプショットでワンゴー
ル差まで盛り返し前半終了。徳山商はオフエンスパターンを2-1-2のモーションに変更。慶進は前半成功した2-1-2からのプラ
グでしかける。これを徳山商攻めあぐね、45-34とワンマーク慶進リードで4Qへ。4Qワンマークの攻防が続く。徳山商は残分
５からDEFをオールコートにし反撃に出る。リズムを乱した慶進をじわじわと追い上げ5点差。ここで、慶進はDEFを踏んば
り、3連続得点につなげ11点差。勝負は決したかと思われたが、徳山商更にDEFを強め、スティールを連発。残分1には4点差と
し場内を沸かせた。しかし、反撃もここまで、慶進#5のレイアップが決まり、57-50で慶進が決勝に駒を進めた。両チームの
死力を尽くした戦いは見応え十分で、両チームに拍手を送りたい。
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